
　山形県では、１９６９年からほぼ１０
年ごとに教育振興計画を策定してい
ます。私が教育長に就任した２年目
には、２０１５年度にスタートする「第
６次山形県教育振興計画」の策定に
向けて、今後１０年間、山形県の教育
はどうあるべきかを考え、新たな施
策を検討してきました。
　本計画では、「人間力に満ちあふれ、
山形の未来をひらく人づくり」を基

本目標に掲げています。本県の最重
要課題は人口減少であり、地方創生
の視点から教育を考えていく必要が
あります。そこで、教育施策には「郷
土愛の育成」や「山形の発展に貢献
出来る人づくり」が必要と考え、目
指す人物像として次の３つを掲げま
した（図１）。
　まず、「『いのち』をつなぐ人」と
して、郷土愛を深める中で自分や周
りの人を大切にする人を育てたいと
考えています。また、「学び続ける人」
を育てることで、変化の激しい社会
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事例２

活用力や課題解決力の育成を目指し、
小中高一貫で探究型学習を展開

山形県は、２０１５年度に始まった「第６次山形県教育振興計画」において、
小中高を通じた「探究型学習」の推進を掲げた。

現在、山形県教育センターや推進協力校を中心に、実践・研究や独自の評価問題の開発・試行に取り組んでおり、
今後、県下全ての小・中学校、高校に浸透させていく方針だ。
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◎山形県は日本百名山に数えられる蔵王山や月山などの秀麗な山々に囲まれ、米沢・山形・新庄の各盆地と庄内平野を流
れる母なる川・最上川など、豊かな自然に恵まれている。国内生産量の約７割を占めるサクランボなどが有名。
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１０年後の未来を見据えて
全県で探究型学習を推進
山形県教育委員会　教育長　菅野　滋

かんの・しげる　東北大法学部卒業後、山形県
職員として勤務。山形県商工労働観光部長、山
形県村山総合支庁長、山形県農林水産部長など
を歴任し、退職後の２０１３年から現職。

小中高を連続した姿で捉え
教育施策の方向を明確化

山形県
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を生き抜き、山形県や日本を担う人
材を輩出していきます。３つめには、

「地域とつながる人」を掲げ、学校と
地域が支え合う仕組みづくりについ
て考えていきます。
　これらの方針を受けて、施策を検
討するにあたり、まず、子どもを小
学校・中学校・高校の連続した姿で
捉え、各種データを見直しました。
　本県では、２００２年度に「『さんさ
ん』プラン」として、小・中学校の
１学級を３３人以下とする少人数学級
編制を全国に先駆けて導入しました。
そうした施策や地域社会との連携に
支えられ、進学実績や文部科学省「全
国学力・学習状況調査」は比較的良
い結果で推移し、不登校の出現率も
全国的に見て低い状況にありました。
　しかし、ここ数年、全国学力・学
習状況調査の結果は低下傾向にあり、
特に２０１２年度の小学校算数Ｂ問題
で大きな落ち込みが見られました。
また、学力上位層を伸ばし切れてい
ないことも分かりました。そのよう
な状況から、応用力、特に知識活用
力に課題があると捉えました。
　これからの社会で求められる力や
国の教育動向を見ても、知識活用力
や課題解決力、加えて主体性、協働
性などを、子どもたちに身に付けさ
せる必要があることは明らかです。
そうした課題や展望を踏まえ、本県

では今年度より小中高一貫した探究
型学習に取り組むことにしました。

　探究型学習では、十分な知識を備
えた上で、それを適切な場面や方法
で活用する力を伸ばすことを目指し
ています。将来、さまざまな問題に
直面した際に、多くの引き出しをも
ち、それらを組み合わせて解決した
り、新しいものを生み出したりする
力を備えてほしいと考えています。
そのためには、小学校段階からしっ
かりと積み上げていく必要がありま
す。そこで、小中高が一貫して取り
組み、校種を超えて教員の意識を１
つにしたいと考えています。
　これまでも、探究型学習は各高校
で実践してきました。例えば、農業
高校では地域の要望に応える商品開
発などに積極的に取り組んでおり、

「全国高校生観光プランコンテスト」
では、この５年間で、本県の高校が
文部科学大臣賞に２回、観光庁長官
賞に１回輝いています。また、ＳＳＨ

（＊）指定校の山形県立鶴岡南高校で
は、慶應義塾大の先端生命科学研究
所と連携し、細胞の代謝活動をコン
ピュータで処理するという先端科学
の研究を進めています。
　そうした実績を基に、県立高校に

「探究科」設置を検討しています。普
通科の生徒も、「総合的な学習の時間」
や通常教科以外の時間で、高度なテー
マで探究型学習に取り組み、主体的・
協働的な課題解決力を身に付けられ
るようにしたいと考えています。
　また、成果を可視化するために、
施策の推進と評価を一体的に進める
必要があると考えています。そこで、
教科横断的な力を測る県独自の総合
型テストを、今年度は推進協力校で、
次年度からは全県で、小学５年生と
中学２年生を対象に実施予定です。
　教員の指導力の向上も課題です。
現在は県教育センターが中心となり、
教材開発や授業改善などについて研
究し、推進協力校で実践・検証して
いる段階です。ＰＤＣＡサイクルを機
能させて指導を改善し、並行して、
教員研修を充実させ、推進協力校の
成果を全教職員に広げていきます。
　探究型学習では、ＩＣＴ機器の活用
も非常に有効だと感じています。学
校現場からもタブレットＰＣの導入な
どの要望が上がっています。ＩＣＴ機
器の整備については、予算との兼ね
合いもあるので、今後の課題の１つ
と位置付けています。

　更に、大学入試センター試験の結
果などから英語力にも課題を感じて
おり、英語教育の充実化も重点施策
の１つとしています。そこで、「高校
卒業時までに外国人に英語で郷土の
観光案内が出来ること」を目標に、
今年度は鶴岡地区をモデル地域とし
て、英語を指導できる日本人の外部
人材を小学校に派遣したり、英語科
教員の研修を行ったりしています。
　これらの施策を通じて、人間力に
あふれ、地域や社会に貢献できる人
材の育成を目指していきます。

＊ Super Science High Schools の略。将来、国際的に活躍する科学技術関係の人材を育成するために、文部科学省の指定を受け、先進的な理数教育を実施する高校のこと。
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図１ 「第６次山形県教育振興計画」の基本目標

Ⅰ　「いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進する
Ⅱ　豊かな心と健やかな体を育成する

Ⅲ　社会を生き抜く基盤となる確かな学力を育成する
Ⅳ　変化に対応し、社会で自立できる力を育成する
Ⅴ　特別なニーズに対応した教育を推進する
Ⅵ　魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進する

Ⅶ　郷土に誇りをもち、地域とつながる心を育成する
Ⅷ　学校と家庭・地域が協働し支え合う仕組みを構築する
Ⅸ　活力あるコミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める
Ⅹ　県民に元気と活力を与えるスポーツを推進する

「いのち」をつなぐ人

学び続ける人

地域とつながる人

特集　多様な学び方への挑戦

英語力向上に向けて
小中高一貫の英語教育を開始

探究型学習の推進のために
総合型テストの開発にも着手



課題の設定1

情報の収集2整理・分析3

まとめ・表現4

課題解決に必要な思考力・判断力・表現力

基礎的な知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

小中高を通じた「確かな学力」の育成～「習得」そして「探究」へ～
「何を知っているか」にとどまらず「何が出来るか」へ

主体的・協働的な
学びで精一杯考え、
表現することを大切
にして取り組む

中心となる「総合的
な学習の時間」や
教科などを通して
取り組む

教育山形「さんさん」プランによる少人数学級の利点を最大限に活かす

　山形県では、２０１５年度、県内の小・
中学校、高校において探究型学習を
本格的にスタートさせた。２０１４年
度に、理論研究や学校への導入支援
を行うプロジェクトチームを県教育
センターに設置した際、議論の的と
なったのは探究型学習を通して育て
たい力だった。山形県教育庁の中井
義時教育次長は次のように語る。
　「１年間を掛けて議論した結果、本
県が目指すのは、あくまでも学校教
育法が定義する『学力の３要素』の
育成だと捉えました。それらを各教
科の学習を通して育み、教科の枠を
超えて行う探究型学習によって更に
深化させることが、学校教育の責任
だと考えています」
　その方針を踏まえ、探究型学習を
通して育てたい３つの学力について、

「生きて働く（活用できる）知識・技
能」「教科の枠を超えても目の前の問
題を解決していける思考力・判断力・
表現力」「自ら課題を発見し、主体的・
協働的に解決していく態度」と整理
した。学習の過程では、「課題の設定」

「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・

表現」を繰り返しながら、３つの学
力を高めていくイメージだ（図２）。
　今年度は、県内の小・中学校１６校、
高校４校を推進協力校に指定（３年
間）。４月に行った全校の校長による
会議では、探究型学習のねらいや内
容などについて説明し、今後３年間
を掛けて、県内全校で取り組むこと
を宣言した。推進協力校は、探究型
学習を研究・実践し、毎年公開研究
会を行うなどして、全県一斉の取り
組みを活性化することが主な役割だ。
　推進協力校の選定に先立ち、県教
委は市町村の教育委員会を訪問した
が、探究型学習の導入に反対する声
は皆無だった。山形県では、これま

で「『さんさん』プラン」など一部を
除き、県内一斉に行う施策はあまり
行われてこなかったが、近年、地域
や学校による格差が見られるように
なったため、最終的に探究型学習は
県内一斉に行うこととした。
　一斉実施には、人員や予算確保の
課題もあった。山形県教育庁義務教
育課の指導主事の数は他の自治体と
比較しても少なく、全県の探究型学
習の指導や運営は困難と判断し、県
教育センターの指導主事を増員して、
探究型学習を推進することにした。
　「各県の教育委員会における指導主
事の配置状況を調査した上で、人数
を増やしました。また、予算確保に
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図２ 山形県が目指す探究型学習のイメージ
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小中高の推進協力校を中心として
各校が特色ある探究型学習の形を模索

探究的な学びを通して
「３つの学力」を高める

教育委員会の取り組み

山形県教育庁
教育次長

中井義時
なかい・よしとき
「『ほほ笑み』は周りの雰
囲気を良く変える。『いつ
も笑顔でさわやかに』を
心掛けている」

山形県事例２



向けては、秋から動いていては遅い
ので、４月に動き始めました。２０１４
年のサマーレビュー（＊）では、教
育長が知事に探究型学習の必要性や
施策の具体案を説明し、知事の賛同
を得ました。このことが、後の財政・
総務などの部署との協議で大きな後
ろ盾になりました」（中井次長）
　地元・山形大との連携も、本施策
の特徴の１つだ。山形大地域教育文
化学部は、県教育振興計画の立案時
から施策にかかわり、県教育センター
と連携して、探究型学習の理論的な
礎となる情報を提供したり、各校の
実践について「探究」の視点から成
果と課題を整理したりと協力を行っ
ている。ほかに、実践校の研究授業
にアドバイザーとして参加し、助言
をしたり、講演を行ったりしている。

　山形県が目指すのは、日々の授業で
実践できるシンプルな探究型学習だ。
　「探究型学習をしたくても、『総合
的な学習の時間』以外に時間が取り
づらいという声をよく聞きます。そ
れは、探究型学習を多くの準備が必
要な特別な活動と捉えているからで
しょう。しかし、日常的に実践でき
なければ、教育活動として定着しづ
らいと考えます。そのため、比較的
取り組みやすい単元を探究型で構成
したり、発展的な内容を探究型にし
たりと、容易に授業に取り入れられ
るような工夫を各校にお願いしてい
ます」（中井次長）
　探究型学習の可能性を広げるため、
推進協力校が研究テーマとして選ぶ
教科や活動の自由度は高くしている。
　例えば、鶴岡市立朝

ちょう

暘
よう

第一小学校
は、学校経営の特色として、伝統的
に図書館教育に力を注ぎ、その取り
組みを発展させて、調べ学習を軸と

した探究型学習を行っている。また、
山形市立第五中学校は、数学と理科
を研究テーマとしたが、言語活動の
充実を図るため国語を専門とする大
学教員をアドバイザーに招いた。
　更に、酒田市立南平田小学校では、
子ども自身が地域の素材から課題を
設定し、集めた情報を比較や類型化
などの思考スキルを用いて分析する
取り組みを行っている。このように、
研究テーマは実に多彩だ（図３）。た
だし、どの教科を選ぶとしても、探
究型学習の基本として、「総合的な学
習の時間」では必ず探究的な学びを
実践するように伝えている。
　探究型学習と「『さんさん』プラン」
との相乗効果も期待している。
　「探究型学習では、子どもたちが取
り組む課題が複数のテーマになるこ
とが多く、その場合、必要な支援の
場面や内容がそれぞれ異なります。
その点、少人数学級であれば、一人
ひとり、あるいはグループごとの学
習の様子を見取り、より効果的な支
援をしやすくなります」（中井次長）
　「コの字型」の学習形態を取りやす
いことも、少人数学級の特性の１つ
だ。この形態は、教員が子ども全員
の表情を観察しやすいだけでなく、
中央のスペースで発表や寸劇を行っ
たり、３つのグループに分けて指導
したりしやすくなる。また、主体的・
協働的な学びを促しやすいと言われ

ており、探究型学習においてもプラ
スに働くと考えている。

　今後、小・中学校では、推進協力
校の実践を基に、探究型学習のカリ
キュラムや指導プランを作成する予
定だ。各教科で探究型学習を取り入
れやすい単元や授業例を示し、各校
の実態に即して活用できるようなも
のを想定している。
　「短期目標である５年後には、日々
の授業の多くの場面に探究型学習が
取り入れられ、子どもたちが自力で
学びを深めたり、協働的に学んだり
する姿が見られることを目指してい
ます」（中井次長）
　一方、克服すべき課題も少なくな
い。多忙化する教員の負担軽減や探
究型学習に対応する指導力の育成の
ほか、ＩＣＴ機器や図書館などの教
育環境の整備などが挙げられる。
　「大学の教員養成課程では探究型
学習に関する指導力の育成が必要で
すし、子どもたちの活動に地域や保
護者が協力する場面も出てくること
でしょう。直面する課題に対応する
ためにも、２０１５年度のオータムレ
ビューでは、それまでの取り組みの
評価・検証に重点を置き、地域や保
護者の方々の理解を得られるものに
したいと考えています」（中井次長）

＊次年度の予算編成作業に本格的に着手する前に、前年度・本年度の事業成果などに基づき、各事業の検討・調整を行う場。夏に行うことからこのように呼ぶ。秋のオータムレ
ビューもある。
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図３ 探究型学習の推進協力校の研究テーマ例

・単元で目指す子どもの探究的な学びの姿を具体的に設定し授業を進める
・児童の意識を大切にした学習課題の設定とそれに基づく単元づくり
・図書館機能を効果的に活用し、調べ学習で自己課題を解決していく取り組み
・地域の素材や人材を活かした教材開発と、探究する力を育てる授業づくり
・子どもが自らの学習経験をつなぎ、言語化しながら思考していく国語の授業づくり

・数学と理科における言語活動、交流活動の充実
・必要感のある課題設定と知識構成型ジグソー法（８ページ参照）の導入
・「総合的な学習の時間」における主体的・協働的な学びの研究
・思考をつなぐ対話力の研究及び知識構成型ジグソー法の導入

小
学
校

中
学
校

特集　多様な学び方への挑戦

各校の実施内容は
自由度を高くする

カリキュラム作成などを通じて
５年後に全校への浸透を目指す



　村山市立楯岡小学校は、豊かな自
然や伝統文化に恵まれた地域環境を
生かし、２０１２年度から生活科・理科・
社会科を軸に、体験を通して課題を
発見し解決する学習に取り組んでき
た。少子化の影響で一人遊びをする
子どもが増え、人間関係を築く力に
課題を感じるようになったからだ。
　「この課題の根底には、実体験の不
足により感性の発達が十分でなかっ
たり、思いを伝える表現力が身に付
いていなかったりすることがあると
考えています。些細なことから友だ
ちとの間でトラブルが起きたり、一
生懸命に考えて伝えようとしている
のに、うまく表現できなかったりす
る子どもの姿が見られました」と、
細梅雅弘校長は指摘する。
　そこで、同校は、山形大の協力を
得ながら、単元構成を工夫し、地域

の人々、文化、自然にかかわる中で
学習課題を見いだし、言語活動を通
じて課題解決をしていく活動に力を
注いだ。研究主任の村上裕子先生は、
そのねらいを次のように説明する。
　「体験を通して『自分事』となった
課題であれば、子どもは主体的に取
り組みます。その中で思考力・判断力・
表現力を育てようと考えました」
　例えば、１年生の生活科では、学
校のすぐ近くにある楯山に何度も登
り、季節の変化など、自分の気付き
を表現する活動を行った。また、６
年生の社会科では、「豊かで住みよい
村山シティにするために」をテーマ
に、市議会の傍聴や街頭インタビュー
を行い、議会の働きや選挙の大切さ
を理解した上で、「子ども議会」で議
論し、議案書にまとめて市に提案し
た。ほかに、地域から講師を招き、
地域とのかかわりを深めたりもした。
　このように、体験する中で実感を
伴って得た知識は定着度が高く、ま

た、グループ活動や発表などを多用
することで、人とのかかわり方や自
分を表現する力などが身に付いてい
く様子が見られた。更に、地域と深
くかかわることで、地域の一員とし
ての意識が高まり、自分なりの考え
をもつ子どもが増えたという。
　地域の素材を活用する授業は準備
が大変だが、教員が積極的に地域に入
ることで得られるものは大きかった。
　「地域の良さを見直すと共に、地域
全体で子どもを育てる素晴らしさを
実感しました。手間暇は掛かります
が、子どもが夢中になれる教材や授
業をつくる喜びを改めて感じる教員
も多かったようです」（村上先生）

　そうした実績を経て、２０１５年度
は山形県の探究型学習の推進協力校
として算数をテーマにした授業研究
に着手した。教科を算数にした理由
は、「全国学力・学習状況調査」の算
数Ｂ問題に課題が見られたためだ。
　研究当初、教員たちは探究型学習
の具体的なイメージをもてず、「型」
を求める雰囲気があった。しかし、
次第に、今まで積み重ねてきた体験
を重視した課題解決型学習と探究型
学習とは、根本的に変わらないこと
に気付いていったという。
　「探究型学習で何か新しいことをし
なければと構えていましたが、県教
委や山形大の先生の助言を理解する
につれ、課題提示を工夫し、生活と
のかかわりを実感させながら学習を
自分事と捉えることを出発点にして、
思考を深めさせることが重要なのだ
と分かってきました（図４）。その要
素は今までの授業でも十分に重視し
てきたことだと気付き、研究に弾み
がつきました」（村上先生）
　これまでの研究を通じ、学習と生
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◎1873（明治 6）年創立。教育目標は「『美しい心』
そして『行動』のできる子ども」。児童会活動やエ
コアクションにも力を注ぐ。公開研究を11月27日
に実施予定。

校長	 細梅雅弘先生
児童数	 590人
学級数	 24 学級（うち特別支援学級３）
住所	 〒995-0021　山形県村山市楯岡楯18-1
電話	 0237-55-2411
URL	 http://www.city.murayama.lg.jp/kurashi/gakko/sho_chu/tateoka_es/

体験を重視した授業づくりの
研究成果を生かし、
算数の探究型学習を推進
村山市立楯岡小学校

３年前から地域素材を
生かした体験型学習に注力

算数でも日常生活に即した
課題提示を重視

小学校での実践

山形県事例２

http://www.city.murayama.lg.jp/kurashi/gakko/sho_chu/tateoka_es/


学習内容と実生活
の関連
体験的活動を基盤
とする
課題の吟味

•

•

•

これまでの学習内容
や実生活（もの・自
分）と新学習内容を
つなげる振り返る

整理する

個別化
する

一般化
する

見通す

気付く
つかむ

「問い続ける」
探究型

授業デザイン

整理力
創造力

課題
解決力

課題
対応力

課題
発見力

自主的に課題に取り組み、
学び合いの中で自分自身
の思いや考えを表現、思考
し、実生活の中で活用する
ことが出来る児童を育てる

【方法】
言葉、図、式、
表、グラフ等
【形態】
グループ、
ペア、一斉、個人、
ポスターセッション

【思考スキル】
•比較する
•分類する
•関連付ける

伝え合う

解決する

考えを
もつ

児童が授業をデザイン

繰り返す

適用問題
コース別学習
•
•

実生活（もの・
自分）に戻る

思考ツール
の活用（ホワ
イトボード等）
思考を書きと
めるノートの
工夫

•

•

友だち（ひと）
とつながる

【見通す】
結果を見通す
方法を見通す

既習事項と新しい
内容を関連付ける
思考スキルを活用

•
•

•

•

児童自ら課題とつな
がる

活体験を結び付けることで、子ども
が課題に前向きに取り組み、思考が
促されることは実証されていた。そ
のため、探究型学習でも具体的な生
活上の場面設定を心掛けている。
　例えば、２年生の繰り上がりの計
算では、各自で買い物の場面を設定
し、金額の立式をする過程で、まだ
習っていない繰り上がりの計算が必
要なことに気付かせる。その気付き
を学習課題として、既習内容を応用
したり、おはじきなどを使ったりと、
多様な方法で解決を試みるように促
す。更に、他の子どもの式や計算を
見たり、別の買い物の場面を設定した
りして学びを発展させていく。
　授業の進め方で特に重視するのは、
子どもの思考を焦点化させることだ。
　「目標を明確にしないと、子どもは
何をどう考えればよいのか迷ってし
まいます。思考スキルの明確化と発
問の吟味が非常に重要だと感じてい
ます」（細梅校長）
　例えば、「比べる」「分ける」「関連
付ける」「順序付ける」など、必要な

思考スキルを提示したり、「考えま
しょう」「まとめましょう」ではなく、
何をどのように考えたりまとめたり
するかを明示することで、具体的に
考えられるようにしている。

　夏休みまでの実践を通して、算数
は探究型学習を行うには難しい教科
だと感じたと、村上先生は話す。
　「理科や社会は結論が多様にありま
すが、算数は答えを１つに収れんさ
せる必要があるので、学習に広がり
をもたせることに難しさを感じまし
た。日常生活と結び付けるのが難し
い単元もあり、苦労しました」
　それでも、例えば、多くの子ども
が苦手とする立体図形の体積を求め
る問題では、まずバウムクーヘンで
立体をイメージさせてから思考を焦
点化すると、子どもたちの理解が進
むなど、課題提示や思考の促し方の
こつが徐々に分かり、突破口が見え
てきたという（写真）。小学３〜６年

生を対象とした、算数に関するアン
ケートでは、算数は「大切だと思う」
は全員、「勉強は楽しい」は約８割、「新
しい問題を解いてみたい」は８割以
上が肯定的に回答し、算数の授業を
前向きに捉えていた。
　現在、探究型学習をより深めるた
めに、教員自身が思考法を学び、低・
中・高学年の発達段階に応じた効果
的な考え方を身に付けさせようとし
ている。また、授業を進める上では、
単元を貫く課題設定やダイナミック
な単元構成を心掛けることで、問い
続け、考え続けられる力や姿勢を育
てたいと考えている。
　「探究的な授業を通して、学ぶ楽し
さを感じてほしい。そして、周囲の
支えがあってこそ学び続けられるこ
とに気付き、感謝の気持ちをもつこ
とが出来る子どもを育てていきたい
と思います」（細梅校長）
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図４ 楯岡小学校の探究型授業デザイン

＊楯岡小学校提供資料
を基に編集部で作成

写真　図形の問題では、具体物を使ってイメー
ジしやすくし、思考を促す。黒板に各班の話し合
いをまとめたボードを貼り、解き方を共有する。

特集　多様な学び方への挑戦

課題設定が難しい算数でも
ようやく突破口が

村山市立楯岡小学校

村上裕子
むらかみ・ゆうこ
研究主任。「自力で解決
することや、知恵を出し
合ってつくり上げることの
喜びを味わってほしい」

村山市立楯岡小学校
校長

細梅雅弘
ほそうめ・まさひろ
「授業が第一。子どもが
前のめりになる授業を通
し、諦めずに考え抜く子
どもを育てたい」



　村山市立楯岡中学校は、自然豊か
で、地域住民のつながりが強い地域
にある。同校には素直で純朴な生徒
が多く、地域行事への参加率が高い。
一方で、人間関係づくりに苦手意識
をもつ生徒が目立ち、自分たちで話
し合って問題を解決するのが難しい
といった課題が見られた。また、学
習面では、家庭学習を２時間以上す
る生徒が少なく、主体的な学習姿勢
に物足りない面があった。学力面で
も上位層が少なく、中位層に集中し
ているのは、そうした課題に起因す
ると同校では捉えている。
　「これらの課題を克服するには、自
分から意欲的に学習したり、生徒同
士で考えを深め合ったりする姿勢を
引き出すことが必要だと考えました。
その点で、探究型学習は主体的・協
働的な学びを促すので、まさに本校

の生徒の課題解決に適した学習活動
だと捉えています」と、小山智弘校
長は語る。
　２０１５年度に山形県の探究型学習
の推進協力校の指定を受けた同校は、
現在、研究主任の伊藤康顕先生と各
教科主任から成る研究推進委員会を
中心に研究に取り組んでいる。研究
対象については、全教職員で議論し
た結果、「教科指導を中心に生徒の力
を伸ばしたい」との思いから、５教
科を中心に探究型学習を推進するこ
とにした。ただ、教科における探究
型学習は、「総合的な学習の時間」に
比べて他校の実践例が少なかったた
め、相当の試行錯誤を覚悟してのス
タートとなった。
　教員間で探究型学習の共通認識を
深めるためには、まず試行し、意見
を交換し合うのが良いと考え、６月
に９教科の研究授業を実施。県教育
センターや村山教育事務所から外部
講師を招いて助言を受けると共に、教

員が探究型学習について語り合った。
　「語り合いを通して、探究型学習の
キーワードは、『主体性』と『協働性』
であるという共通認識が出来、それ
らを生徒から引き出すための単元構
成や指導方法などに議論の中心が
移っていきました」（小山校長）
　村山市でも、教育委員会がいい授
業づくりの３つのポイントとして、
①感性（問題に気付く）、②コミュニ
ケーション力（仲間と意見を交わす）、
③村山市がより好きになる（より高
い解決策を見いだす）を示している。
それらの要素も探究型学習に取り込
み、「主体性」と「協働性」をキーワー
ドに、３つのポイントを機能させる
授業づくりを目指した（図５）。
　更に、以前から取り組んできた課
題解決型学習も意識していると、伊
藤先生は説明する。
　「これまでも授業で課題解決型学習
を行ってきた教科があったので、そ
こで課題となっていたことを改めて
振り返りました。例えば、課題の捉
え方が生徒主体になっておらず、教
員が用意した課題に取り組ませてい
たという反省があります。そこで、
生徒が課題を自分のものと捉えて学
習に取り組む姿をイメージして、探
究型学習のあり方を模索しています」
　そのために特に重視しているのが、
単元の最初の授業だ。
　「資料提示や発問の工夫により、生
徒に意識のズレを感じさせて、『あ
れっ』『おやっ』といったつぶやきを
引き出したいと考えています。その
ように意外性を感じさせたり、関心
を高めたりするための資料の吟味は、
教員の腕の見せどころです。そうし
た気付きから自分の言葉で課題を捉
え、それを解決するためにどうすれ
ばよいかを考え、情報収集や分析を
しながら解決に近づいていく授業を
目指しています」（伊藤先生）
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◎2005（平成 17）年創立。2015 年度から探究
型学習の研究を中核に、確かな学力の育成を目指
し、授業改善に取り組んでいる。

校長	 小山智弘先生
生徒数	 492 人
学級数	 18 学級（うち特別支援学級２）
住所	 〒 995-0018
	 山形県村山市楯岡新高田 11-3
電話	 0237-55-2403

URL	 http://www.city.murayama.lg.jp/kurashi/gakko/sho_chu/tateoka_jhs/

教科指導の中で
探究型学習に取り組む

「自己教育力」の育成を目指し、
資料提示や発問を重視する
探究型学習を教科指導で実践
村山市立楯岡中学校

中学校での実践

山形県事例２

http://www.city.murayama.lg.jp/kurashi/gakko/sho_chu/tateoka_jhs/


目指す生徒の姿　つながりを大切にし、共に高め合うことが出来る生徒

探究型学習
（１）主体的・協働的な学び
（２）知識・技能の習得

（３）学び方の習得
（４）思考力・判断力・表現力の育成

研究の視点 2

（１）

（２）

教材分析力の向上
①教科の本質的な面白さを吟味する
②ゴール（３年間、１年間、単元）の姿を明確にする
生徒の主体的な学習活動にするための工夫
①生徒自ら課題を発見できるように導入や発問を

吟味、工夫する
②生徒の視点に立った、必要感や達成感のある単

元を貫く課題を設定する
③生徒自ら課題を解決するための手立てを考えら

れるようにする

研究の視点 1

主体的な学びの工夫～学習意欲の育成～

①課題を把握し、追究、自力解決の場面を
設定する（自己決定場面）

②課題を解決するため必要な思考スキル
を明確にし、思考力・判断力を育成する

③ねらいに迫るために、伝え合いの場面を
設定し、表現力、コミュニケーション力
を育成する

④伝え合いの姿、伝え合わせ方、伝え合い
を深めるための支援を明確にする

協働的な学びの工夫
～思考力・判断力・表現力の育成～

　１０月には、中間発表として、５教
科の公開授業を行った。この公開授
業は、単元のまとめや発表ではなく、
主に課題提示をテーマにして行われ
た。伊藤先生は、担当する３年生の
社会科の「現代の民主政治」で授業
を公開することにした。
　この単元では、政治や選挙の仕組
みを理解させると共に、積極的に政
治に参加する態度の育成が目的とな
る。政治批判のニュースを日常的に
見聞きする影響からか、政治に否定
的な考えをもったり、無関心でいた
りする生徒は少なくない。そこで、
生徒に政治を身近に感じさせること
を授業の出発点とした。
　「生徒に政治とは何かをイメージさ
せるのは難しいため、まずは自分た
ちが住む村山市の市政を知ることか
ら始めました。例えば、村山市では
ひとり親家庭支援や読書支援など、
さまざまな取り組みを行っています。
このように、身近なところで政治が
かかわっているのだと生徒に気付か

せて、自身の意識とのズレを感じさ
せるようにしました」（伊藤先生）
　更に、時事情報として、２０１６年
夏の参議院議員選挙から選挙権年齢
が１８歳以上に引き下げられること、
他方で、若い世代ほど投票率が低い
ことも説明。３年後には自分も選挙
で投票できることを意識させ、政治
や選挙への関心を高めてから、選挙
の仕組みや政党などを学習させた。
その上で、「どうすれば選挙で若者
を投票に向かわせることが出来るか」
をグループで議論させ、最後にまと
めて、発表するという流れだ。
　「発問の吟味はとても大切で、探究
的な場面では、教員が教え込むので
はなく、生徒から考えを引き出し、
発言させるイメージで授業を進めて
います」（伊藤先生）
　習得型学習では一つひとつ理解度
を確認しながらスモールステップで
発問するが、探究型学習では大きな
発問の準備が必要で、授業の構造化
が求められる。その分、資料作成な
どの準備が大変なのが悩みどころだ。
　調べ学習は教科書と資料集の範囲
内にとどめ、広げすぎないようにし

ている。生徒たちは、コの字型の授
業スタイルが新鮮なためか、授業に
活発に取り組んでいるという。

　現在は、各教科の実態に合った探
究型授業にするため、単元の選定と
内容の吟味を行っている状況だ。
　同校には若手教員が多く、指導力
向上も課題の１つ。その点でも、探
究型学習の研究はプラスに働いてい
ると、教頭の小野博史先生は語る。
　「探究型学習を始めてから、教科部
会に時間を多く取れるようになり、
ベテランが若手を指導する機会が増
えて、組織が活性化してきました」　
　主体性と協働性を高める先には、
独力で学び続ける力や姿勢の育成を
見据えている。
　「自分から探究する学びを通し、最
終的な目標として『自己教育力』を
伸ばして、生涯にわたって前向きに
学び続けられる人材を育てることを
目指します」（小山校長）
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図５ 楯岡中学校の研究の基本構想

＊楯岡中学校提供資料を基に編集部で作成

特集　多様な学び方への挑戦

発問の仕方を工夫して
生徒から考えを引き出す

主体性や協働性の先にある
自己教育力を育てるために

村山市立楯岡中学校

伊藤康顕
いとう・やすあき
研究主任。「『人としてど
うありたいか』を常に自
問する生徒を育てる」

村山市立楯岡中学校
教頭

小野博史
おの・ひろし
「愛情を注ぎ、分かりや
すい授業をして、生徒の
心や感性を耕していきた
い」

村山市立楯岡中学校
校長

小山智弘
こやま・ともひろ
「啐

そっ

啄
たく

同時。生徒が必要
としている時にタイミング
の良い指導をして、力を
開花させる」



　山形県立楯岡高校は、２０１６年度、
県内全域を学区とする併設型中高一
貫校の山形県立東桜学館中学校・高
校に移行する。現在、孫田淳校長を
室長とする開校準備室を中心に、同
校の教員が新たな学校の教育プログ
ラムの検討を進めている。
　このプログラムの大きな特色は、

「総合的な学習の時間」（以下、総合
学習）で行う探究型学習「未来創造
プロジェクト」だ。活動を通して、生
徒が主体的に課題を見いだし、多様な
人々と協働しながら未来を創造する
力を身に付けることを目指している。
　それを先取りする形で、楯岡高校
では２０１４年度後期から探究型学習
に本格的に取り組み始め、２０１５年
度には山形県の探究型学習の推進協
力校に指定された。実践研究したこ
とを県内に広げる役割も担い、現在

は１・２年次生を対象に探究型学習
を実施している。

　同校では、探究型学習を「自分で
課題を見つけて解決していく学習法」
と定義。そのため、１・２年次生共、
総合学習の時間を中心にゼミ活動を
行う。４月の全体オリエンテーショ
ンで探究型学習のねらいと流れを説
明し、５月の調べ方ガイダンスでは
資料の探し方や図書館の活用法、イ
ンターネットでの検索方法を教えた。
　１年次生では、文・人文や社会・
国際、芸術などのテーマで、３９のゼ
ミを開講。ゼミごとに教員１人が付
き、生徒は５人程度が所属して、メ
ンバー全員で協働して研究を進める。
　一方、２年次生は、生徒それぞれ
が関心のあるテーマを研究する。「プ
ロポーザルシート」に研究テーマと
理由、研究方法などを書いて、指導

を希望する教員に提出。教員と話し
合ってテーマを確定させてから、個
人ワークで研究を進める。
　６月に所属するゼミや研究テーマ
が決まると、それぞれで活動計画を
立てる。そして、夏休みも使って、
調査やフィールドワーク、文献の収
集などを行い、発表に向けて資料を
まとめていく。最終的には、１・２
年次生共に校内発表会を実施して各
学年で数人の代表者を決め、市民会
館で地域住民を招いた合同発表会を
開く予定だ（図６）。研究課長の兼子
崇先生は、このような進め方にしたね
らいを次のように話す。
　「２０１４年度は、総合学習の中で進
路学習も行っていたため、探究型学
習に十分な時間を確保できず、研究
があまり深まりませんでした。今年度
は探究型学習の割合を増やし、じっ
くり取り組めるようにしました」
　ガイダンスや合同発表会などの運
営方法は、「総合的な学習の時間推進
委員会」が月１回、協議している。
また、今年度から教員全員が指導に
参加することになったため、学年間
の連携や調整も行う。各教員は１年
次生のゼミに加え、２年次生も５人
前後を担当する。研究課授業研究担
当の小林英治先生は次のように話す。
　「私は英語科教員ですが、１年次生
のゼミのテーマは『学習の動機付け』
で、２年次生では『ＴＰＰ（＊１）』をテー
マにした生徒を担当しています。教
員は専門書などで最低限の知識を得
ておく必要はありますが、生徒に指
導するのはあくまでも研究の進め方
です。知識を教えるのではなく、分
からないことは生徒と共に学ぶとい
うスタンスで指導しています」
　孫田校長も生徒と一緒に探究する
気持ちで、ミドリムシについて研究
する１年次生のゼミを担当している。
　「探究型学習で教員に求められるの

＊１　Trans-Pacific Strategic Economic Partnership Agreement の略。環太平洋戦略的経済連携協定のこと。
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◎1921（大正10）年創立。普通科単位制の共学校。
例年、国公立大に 35 人前後が合格する。2016
年 4 月、併設型中高一貫校の東桜学館中学校・高
校として生まれ変わる予定。

校長	 孫田淳先生
生徒数	 572 人　　学級数 15 学級
住所	 〒995-0032
	 山形県村山市楯岡荒町 2-1-1
電話	 0237-55-2331
URL	 http://www.tateoka-h.ed.jp/htdocs/

山形県事例２

中高一貫校化を控え
探究型学習をスタート

少人数のゼミ活動を通して
関心のあるテーマを探究

ゼミ活動と知識構成型ジグソー
法を２本柱とする探究型学習で、
主体性と協働性を育む
山形県立楯岡高校

高校での実践

http://www.tateoka-h.ed.jp/htdocs/


＊楯岡高校提供資料を基に編集部で作成

は、アドバイザーやコーディネーター
としての役割です。生徒には『私に
分かるのはここまで。この先は君た
ちが調べてほしい』と話し、研究が
行き詰まった際に考えるヒントを提
示するくらいにとどめています」
　ゼミは１・２年次生で同じ時間に
設定し、担当教員が同じ生徒は、同
じ教室で活動する。そのため、テー
マが異なる生徒同士が相談し合った
り、２年次生が１年次生にアドバイ
スしたりする姿が見られる。「普段は
接点のない生徒たちが研究を通して
人間関係を深めていくのも、この活
動の利点です」と、兼子先生は話す。
　１年次生はグループ研究を通して、
調べる力や協働する力が育っていく。
２年次生ではそうして身に付けた力
を土台に研究を深めていき、まとめ
る力や他者に分かりやすく伝える力
を伸ばすことを目指している。
　３年次生で行う探究型学習の内容
は現在検討中だが、グローバル、あ
るいは２年次生で行った個人研究を
地域の視点から更に深め、本格的な

論文を作成することを想定している。
そのためにも、次年度は地元企業や
農家などとの連携を強化する考えだ。
片桐寛

とも

英
ひで

教頭は、「地域に深い関心を
寄せる一方で、世界にも目を向ける。
そうした『グローカル』な視点を育
てることが目標です」と語る。

　同校では、探究型学習の一環とし
て、「知識構成型ジグソー法」（＊２）
を授業に取り入れている。２０１４年
度は、山形大から講師を招き、ワーク
ショップを通してやり方を学び、試
行。２０１５年度は各教科で実践し、
公開授業を３回行った。例えば、世
界史の元寇について学ぶ授業では、
Ａ班は「元」、Ｂ班は「高麗」、Ｃ班
は「日本」の事情を考察した資料を
読み込み、班で話し合って理解を深
める。その後、３つの班から１人ず
つ集まって別の新たな班を作り、３
つの立場でクロストーク活動を行い、
元寇についてより深く理解していく。

　「多様な視点を知ることで事象への
理解を深めると共に、議論への参加
を通して自己有用感や主体性が育ち
ます」と、小林先生は説明する。
　知識構成型ジグソー法は、ある程
度、進め方の「型」が決まっている
ため、取り組みやすいというメリッ
トがある。また、資料を持ち寄り、
共有する過程が、ゼミ活動につなが
る側面もある。主体的な参加が求め
られるため、生徒には積極的に意見
を述べる姿勢が育ちつつあるという。
　「生徒の意欲や姿勢は向上していま
すが、目に見える学力の伸びはまだ
ありません。ただ、探究型学習は、
いわば根本から生徒を変える試み。
拙速な効果を求めず、長期的に取り
組んでいきます」（孫田校長）

＊２　東京大「大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）」が推奨する協調学習の１つ。詳しくは８ページを参照。
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[２年次生の探究テーマ例 ]
●有機ＥＬの仕組みと応用
●スマートフォンの普及と教育の変化
●百人一首から探る昔の人の生活
●授業中眠くなるのはなぜか

[１年次生の開講ゼミ例 ]
●「サザエさん」から日本文化を考察する
● 英語でプレゼン（山形を外国に売り込もう）
● レース用の車と乗用車の違い
● ゴルフの法則性に学ぶ

図６ 探究型活動の進め方と、１年次生の開講ゼミ、２年次生の探究テーマ例

特集　多様な学び方への挑戦

山形県立楯岡高校

小林英治
こばやし・えいじ
研 究 課 授 業 研 究 担 当。

「生徒が静かに考えて出
すつぶやきが、響き合う授
業をつくる」

山形県立楯岡高校

兼子　崇
かねこ・たかし
研究課長。「なにせうぞ 
くすんで 一期は夢よ た
だ狂へ（閑吟集）」（没頭
することが大事の意）

知識構成型ジグソー法を
実技教科を含む全教科で実施

山形県立楯岡高校
教頭

片桐寛英
かたぎり・ともひで

「教育の本質は、生徒の
知性と個性を磨くことに
ある」

山形県立楯岡高校
校長

孫田　淳
そんだ・あつし

「生徒は目を掛け、声を
掛け、手を掛け、指導し
た分だけ伸びる。ただし、
手を掛け過ぎない」




